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3月定例会　上程議案
全会一致で可決された議案

令和5年度

当初予算

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計

工業用水道事業会計

簡易水道事業会計

公共下水道事業会計

補正予算

一般会計（第7号	 P3参照 、8号、9号）

介護保険特別会計（第3号）

水道事業会計（第1号）

公共下水道事業会計（第1号）

条例制定 犯罪被害者等支援条例

条例改正

部制条例

老人集会所条例

個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例

家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例

市営住宅条例

国民健康保険税条例

廃棄物の適正処理及び清掃に関する条例

放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例

子ども・子育て会議条例

国民健康保険条例

消防手数料条例

介護保険条例

全会一致で可決された議案

その他

山口県市町総合事務組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び共同処理する事
務の構成団体の変更並びにこれに伴う規
約の変更について

山口県市町総合事務組合の財産処分に
ついて

市道路線の認定について

花岡小学校特別教室棟改築工事（建築
主体）請負契約の締結について

花岡公民館講堂改築工事（建築主体）
請負契約の一部を変更する契約の締結
について

議員
提出議案

議会の個人情報の保護に関する条例

議会委員会条例の一部を改正する条例

賛成多数で可決された議案

令和5年度

当初予算

一般会計	 P4・5参照

後期高齢者医療特別会計	 P6参照

国民宿舎特別会計	 P7参照

その他 指定管理者の指定について	 P3参照

閉会中の継続審査となった議案

請願
中学生の医療費無料化を求める請願

P3参照

令
和
5
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
は
、

2
月
16
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
の
37
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
審
議
内
容
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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〇障害児保育費
［補正額：648万円］
民間保育園での対象児童増加に伴い増額

〇新型コロナウイルスワクチン接種事業国
庫負担金返還金ほか
［補正額：1億7,330万 4千円］
ワクチン接種事業国庫負担金返還金
1億2,355万 6千円
ワクチン接種体制確保事業国庫補助金返
還金　4,974万 8千円

〇不況対策特別融資保証料
［補正額：790万円］
新型コロナの影響の長期化による指定期
間延長に係る増額

請願の内容
　本市では令和2年 8月より中学生の入院に係る医療費の無料化が実施され、とても喜
んでいます。隣の光市は中学生まで医療費を無料化、高校生は入院に係る医療費が無料化
されています。周南市では小学生は無料で、中学生は医療費の一部が無償ですが所得制限
があり、市によって対応が異なっています。
　社会情勢による物価高もありますが、食費は節約できても、医療費はできません。「これ
からも下松で安心して子育てし、ずっと住みつづけていきたい。」と、強く思っていますの
で、中学生の医療費を無料化することを求めます。

〈
議
案
第
1
号
〉一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）

〈
議
案
第
8
号
〉指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〈
請
願
第
1
号
〉中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
請
願

障
害
児
保
育
費
の
増
額
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
国
庫
負
担
金
の
返
還
金
ほ
か

︿
全
会
一
致
で
原
案
可
決
﹀

家
族
旅
行
村
の
管
理
を
笠
戸
島
開
発

セ
ン
タ
ー
に
︿
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
﹀

中
学
生
の
医
療
費
を
通
院
分
ま
で
無
料
に

︿
閉
会
中
の
継
続
審
査
﹀

「
中
学
生
の
医
療
費
無

料
化
を
求
め
る
請
願
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
現
在
、

本
市
に
お
い
て
、
中
学
生

の
医
療
費
は
入
院
分
の

み
無
料
と
し
て
い
る
も
の

を
、
通
院
分
も
無
料
と
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

す
。（
本
市
で
は
親
の
所

得
制
限
な
し
で
小
学
6
年

生
以
下
の
こ
ど
も
は
、
入

院
分
・
通
院
分
と
も
に
無

料
。）環

境
福
祉
委
員
会
（
4

月
1
日
か
ら
は
福
祉
教
育

委
員
会
）
に
付
託
、
閉
会

中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

下
松
市
笠
戸
島
家
族
旅
行
村
の
令
和
5
年
度
中
の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
下
松
市
笠
戸
島
開

発
セ
ン
タ
ー
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
案
が
上

程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

田上茂好　財団による質の高い
運営が期待できるとされている
が、運営に責任を持つ体制とは言
い難い。

渡辺敏之　指定先の財団は、大
城の運営においてずさんな管理
が問題となっており、市民の理解
を得ることはできない。

浅本輝明　開業以来施設の管理運営を担っ
ている。指定期間を3 年から1年にするこ
とで、笠戸島全体の今後の観光事業を見据
えている。

松尾一生　財団は市の観光振興、地域社会
の健全発展のため、30 年以上にわたり管
理運営している。職員は健全な管理運営の
ため一丸となって懸命に努力している。その
努力に応え、みんなで盛り上げよう。

≪賛成意見≫≪反対意見≫

こんな意見が出ました。

補正予算
ピックアップ

≪総務教育委員会　質疑≫
議員 民間保育費の障害児保育

費を増額した理由は何か。

市 当初の見込みより対象者
が増えたため。

議員 新型コロナワクチン接種事
業に関して、多額の補助
金の返還金が発生してい
るが、その原因は何か。

市 実際の接種率が、想定よ
り低かったため。
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≪一般会計　質疑≫
議員 新設される希望の星ラウンジサテライトルーム

について、今後どのように運営していくのか。
また、他の公民館への拡充についてはどう考え
ているか。

市 教育指導員1名、学習支援員1名の計2名体制
で、下松中央・末武・久保の3か所の公民館にお
いて、週1回、午前中に実施する予定。他の公
民館への拡充は、状況を見ながら検討していく。

議員 総合教育会議や教育委員会議での議論を受け、
令和5年度予算編成に生かした点はあるのか。

市 会議では、天王森古墳から出土した埴輪などの
文化財の保護や活用について、こどもたちにそ
の重要性をしっかり伝えていくことや、専門員
配置の必要性について意見をもらった。このこ
とから、令和5年度においては、文化財室の設
置、文化財専門職員の配置、埴輪づくり体験教
室の実施などに取り組む。

希望の星ラウンジサテライトルーム設置事業
233万 3千円
不登校対策として、「希望の星ラウンジ」のサテ
ライトルームを下松中央・末武・久保公民館に
設置

埋蔵文化財活用事業 531万 7千円
天王森古墳を中心とした埋蔵文化財の調査、
研究を進めるため、組織体制の充実を図ると
ともに、新たに外部の専門家をアドバイザー
に迎え、今後の活用等について検討を進める。

教育の充実

天王森古墳
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≪一般会計　質疑≫
議員 職員の男女比率についてバランスをとること

によって、市民からの多様な意見を取り入れ
ることが可能と考える。今後も継続した取組
が必要ではないか。

市 市政運営における男女共同参画の視点は重
要であり、今後も継続して取り組む。

議員 まち・ひと・しごと創生総合戦略について令
和5年度どのように取り組むか。

市 タウンセンターの活性化、工場等誘致奨励
制度の拡充、恋ヶ浜緑地公園の整備など、
重点的に進めていく予定。課題としては、人
口減少対策の強化、国のデジタル田園都市
国家構想総合戦略を踏まえた見直し、子育
て支援への対応などについて、新たに取り
組んでいく必要がある。

議員 住みよさランキングで毎年上位に選ばれてい
るが、さらにランクアップされるような施策
はあるのか。

市 行政サービスは政策的な事業だけでなく、
地域の様々な課題について、地域の声を
聞きながら対策していくことも必要であり、
その観点から予算編成している。結果とし
て、ランキングの上昇につながれば良いと
考える。

防災・減災対策事業 2,604万円
地域防災計画の改定、小中学校防災教育プログ
ラムなど

消防・救急体制整備事業 7億2,939万 9千円
水槽付消防ポンプ自動車を更新配備、静脈可視
化装置の導入

情報化推進事業 3億1,010万円
行政分野のデジタル技術の活用

笠戸島ハイツ跡地活用プロポーザル
3万3千円
解体工事等を進めるとともに、跡地については、
民間活力を導入した整備、運営を進める。

安全・安心確保

効率・効果的な行財政運営

〈
議
案
第
13
号
〉令
和
5
年
度
下
松
市
一
般
会
計
予
算

総
額
225
億
円
、
前
年
比
0.2
％
増

︿
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
﹀

渡辺敏之　学童保育の不足、遅れている子
ども医療費助成など課題は多い。住みよさ
向上のための方針や施策を市長に尋ねた
が、具体策は示されない。後世に負担を押し
付けることになるのではないかとの危惧は
ぬぐえず、賛成できない。

松尾一生　令和 5 年度は多種多様な課題
が山積している。これに対して、高齢者・障が
い者福祉、子育て支援、学校教育をはじめ、
各種産業振興、市街地整備など、限られた
財源と人員によるバランスのとれた予算編
成となっている。

≪賛成意見≫≪反対意見≫

こんな意見が出ました。
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〈
議
案
第
16
号
〉令
和
5
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

総
額
10
億
7
千
200
万
円
、
前
年
比

4.5
％
減

︿
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
﹀

田上茂好　この制度は根本的な改善が必要で
あり、制度自体の廃止も考えるべき。政府・与党
の社会保障審議会においても、年齢で区別しな
い新しい制度の議論がされてきた。老人福祉法
の趣旨に沿った制度の実現を求める。

柳瀬秀明　増大する医療費を安定的に確保し
ていること、軽減対象世帯が縮小しないよう配
慮されている点、収納率向上の取組を安定的に
行っていることなどを評価し、賛成する。

≪賛成意見≫≪反対意見≫

こんな意見が出ました。

≪後期高齢者医療特別会計　質疑≫
議員 高齢者の人口割合が急上昇しているが、今後の保険料の見通しはどうか。

市 確定的なことは言えないが、今後も上昇傾向であると考えている。

≪一般会計　質疑≫
議員 私立保育園へのインクルーシブ遊具の設置

について、具体的な考えは。

市 令和5年度は3園で必要な遊具を設置する
予定。

議員 自殺対策について、どのように取り組むのか。

市 ゲートキーパー養成講座や「通いの場」での
心の健康教育を予定している。

議員 野犬対策はどのように行っているのか。

市 県と連携して野犬の捕獲に努めており、保健
所での譲渡を積極的に進めている。

≪国民健康保険特別会計　質疑≫
議員 特定保健指導について、今後の取組は。

市 現在は栄養指導を行っており、一定の改善が
あったと考える。令和5年度は運動指導の教
室を予定している。

≪介護保険特別会計　質疑≫
議員 認知症カフェの新規設置は。

市 これまでの2つの認知症カフェに加え、令和
5年4月から末武地区にも新規設置する。
今後とも広げていきたいと考えている。

子育て支援事業 15億3,628万 6千円

保育・幼児教育支援事業 27億2,440万 8千円
私立保育所・幼稚園施設整備補助など

新型コロナウイルス感染症対策事業
4,251万 2千円

健康づくり・食育推進事業 407万 4千円

健康で元気なまちづくり

国民健康保険事業 52億6,000万円

国民健康保険特別会計

介護保険事業 54億5,000万円

介護保険特別会計
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〈
議
案
第
17
号
〉令
和
5
年
度

国
民
宿
舎
特
別
会
計
予
算

総
額
8
千
万
円
、前
年
比
2.6
％
増

︿
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
﹀

≪一般会計　質疑≫
議員 豊井まちづくり整備事業について、自転車道を整

備することは考えていないか。

市 国の基準を満たしていないため、難しい。

議員 豊井地区の雨水対策は。

市 雨水管の敷設、大谷川の断面改良、ポンプ場の
整備などを進める。

議員 恋ヶ浜緑地公園事業について、混雑緩和のために
駐車場を分散して整備した方がいいのではないか。

市 駐車場の出入口を改良するとともに、他の場所へ
の整備についても研究する。

議員 恋ヶ浜緑地公園では、ボール遊び等はできるのか。

市 小さいこどもは問題ないと考えている。禁止事項
等は近隣自治会と協議していく。

≪国民宿舎特別会計　質疑≫
議員 温泉掘削予定用地を以前に購入しているが、今後

の掘削の予定は。

市 現在の泉源で湯量は十分であり、当面の間は掘
削の予定はない。

≪水道事業会計　質疑≫
議員 利用水量は年々減少傾向である。水道料金改定

の予定はあるのか。

市 老朽管の更新などは毎年必要なこともあり、料金
改定も考える時期が差し迫っている。

豊井地区まちづくり整備事業
11億6,278万 9千円
用地の補償、準幹線道路や生活道路等の調
査・設計・工事等

恋ヶ浜緑地公園整備事業
3億3,600万円
誰でも遊びやすい遊具の設置や、利用しや
すいトイレ、園路、駐車場の整備

強く機能的なまちづくり

田上茂好　現在の利用料金制ではなく収
受代行制に変更し、この特別会計に大城の
売上金を含め、大城の収支を明らかにする
べきである。売上金を公金として管理する
ことで、行政が責任をとれる体制となる。

藤井　洋　現在の指定管理者には、利用料
金制で運営を任せており、大城の収支がす
べて特別会計に計上できないのは当然。予
算に収支は明確に示され、特別会計設置の
目的にも沿っており、賛成できる。

≪賛成意見≫≪反対意見≫

こんな意見が出ました。

恋ヶ浜緑地公園　遊具設置イメージ
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　一般質問は、2月24日、27日、28日の3日間で行われ、10人の議員が市政全般にわたる諸問
題について質問をしました。

質問日 質　問　者 質　　問　　項　　目 掲載ページ

2月24日
（金）

堀
ほりもと

本 浩
ひ ろ し

司
１　施政方針について
２　子ども医療費助成制度の拡充について

9ページ

浅
あさもと

本 輝
てるあき

明 １　市民の安全で安心な暮らしを守るために

中
なかむら

村 隆
たかゆき

征 １　下松の「お宝」といえる文化財の現状と今後の愛護施策について

10ページ

山
や ま ね

根 栄
え い こ

子
１　水産業振興への取組について
２　消防行政が今求められているものは何か

2月27日
（月）

田
た が み

上 茂
しげよし

好
１　国民宿舎大城の運営実態について
２　子ども医療費助成制度の拡充について
３　義務教育における学校給食費の無償化について

11ページ

木
き は ら

原 愛
あ い こ

子

１　自転車のヘルメット着用努力義務化について
２　旧花岡保育園の今後について
３　様 な々ワクチン接種について
４　配慮を必要とする児童・生徒の放課後支援について

柳
や な せ

瀬 秀
ひであき

明
１　ヤングケアラーへの支援について
２　市民が触れ合う「まちなか公園」の利用促進について
３　ｅスポーツを活用した取組について

12ページ

2月28日
（火）

近
こんどう

藤 康
や す お

夫
１　日本一の住みよいまちにするための手立てについて
２　中国電力下松発電所業務停止及び閉鎖に伴う諸課題について
３　下松市温水プールの建て替え・複合化計画の進捗状況について

磯
い そ べ

部 孝
たかよし

義
１　「日常を取り戻す」どう変わる新型コロナ対応について
２　「車道が原則・左側を通行」自転車の基本的な交通ルールについ
て

13ページ

渡
わたなべ

辺 敏
としゆき

之
１　住みよさに水を差すことになる新斎場での使用料の徴収について
２　都市計画税についての認識と対応について問う

令和5年3月定例会一般質問
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防
犯
機
能
付
き
電
話
等
を
活
用
し
、
相
手

を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に
出
る
こ
と
が
有

効
な
対
策
で
あ
る
。

老
人
福
祉
会
館
玉
鶴
、
市
営
住

宅
の
入
居
要
件
緩
和
に
つ
い
て

①
老
人
福
祉
会
館
玉
鶴
に
つ
い

て
、
利
用
者
が
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
施
設
の
改
築
を
含
め
今
後
の

整
備
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

②
公
営
住
宅
の
目
的
を
踏
ま
え
る

と
、「
保
証
人
が
い
な
い
か
ら
、
市

営
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
」
と
い
っ

た
事
態
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

①
老
人
福
祉
会
館
玉
鶴
は
、
高

齢
者
の
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
早
期
に
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
し
て

い
く
。

②
市
営
住
宅
へ
の
入
居
の
際
に
は
、

原
則
2
名
の
連
帯
保
証
人
を
求
め
て

い
る
が
、
保
証
人
の
確
保
が
困
難
な

場
合
に
は
、
状
況
を
確
認
し
た
上
で

猶
予
や
免
除
な
ど

と
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
。
引
き
続

き
入
居
者
に
配
慮

し
た
柔
軟
な
対
応

を
し
て
い
く
。

救
急
車
の
救
急
搬
送
、
高
齢
者

の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
救
急
搬

送
困
難
事
案
が
約
3
倍
に
増

加
し
て
い
る
。
救
急
搬
送
の
迅
速

性
を
保
つ
た
め
に
、
隣
接
市
と
の

連
携
協
定
と
い
っ
た
市
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

②
近
年
増
加
し
て
い
る
、
高
齢
者

を
中
心
に
狙
わ
れ
る
還
付
金
詐
欺

や
押
し
入
り
犯
罪
等
を
防
ぐ
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
市
は
取
り
組
む

の
か
伺
う
。

①
救
急
車
の
救
急
搬
送
に
つ
い

て
は
、
当
該
市
に
よ
る
活
動
が

前
提
で
あ
り
、
消
防
・
救
急
活
動
が

円
滑
か
つ
迅
速
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

受
信
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
短

縮
に
鋭
意
努
め
る
。

②
本
市
の
昨
年
の
電
話
詐
欺
は
2
件
、

70
万
円
の
被
害
が
認
知
さ
れ
て
い
る
。

う
そ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

留
守
番
電
話
設
定
や
番
号
表
示
機
能
、

浅本　輝明

堀本　浩司

（政友会）

（公明党）

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
も
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
求
め
て

き
た
。
先
般
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お

い
て
、「
高
校
3
年
生
ま
で
全
国
一
律
で

無
償
化
を
実
現
す
べ
き
だ
」
と
の
問
い
に

対
し
、
岸
田
首
相
は
「
意
見
を
踏
ま
え
つ

つ
、
子
育
て
政
策
充
実
の
具
体
化
を
進
め

た
い
」と
答
弁
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
、
考
え

を
問
う
。子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
中

学
入
院
分
ま
で
、
所
得
制
限
な
し
で

実
施
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
国

に
対
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国

一
律
の
保
障
制
度
の
創
設
を
要
望
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
の
最
重

要
政
策
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
後
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政

策
は
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
が
、
国
の
動
向
を
最
大
限
注

視
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
全

国
一
律
の
保

障
制
度
と
な

る
よ
う
要
望

し
て
い
く
。

歴
史
伝
統
の
保
護
と
活
用

天
王
森
古
墳
出
土
埴
輪
20
体

の
活
用
に
つ
い
て

古
代
史
上
、
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
古

墳
は
な
い
と
の
学
説
も
あ
る
中
、

約
20
体
の
埴
輪
は
順
次
復
元
さ
れ
る
予

定
。
施
政
方
針
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
調

査
、
研
究
を
進
め
る
た
め
、
組
織
体
制

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
部
専
門

家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
今
後

の
活
用
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
展
示
し
、
活
用
し

て
い
く
の
か
。
そ
の
取
組
次
第
で
は
、

観
光
資
源
に
も
な
り
、
本
市
の
さ
ら

な
る
発
展
へ
の
起
爆
剤
に
も
な
り
う

る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

現
在
、
復
元
を
進
め
て
い
る
家

形
埴
輪
と
巫
女
埴
輪
は
、
復
元

後
、
前
回
の
大
刀
形
埴
輪
の
時
と
同

様
に
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
で
展
示

す
る
予
定
。
復
元
し
た
埴
輪
を
一
括

展
示
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

市民の安全で安心な暮らしを守るために

令和5年度施政方針について
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水
産
業
振
興
へ
の
取
組
と
水
産

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
と
展
望
を

問
う①

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
下
松
市

水
産
振
興
基
金
が
40
年
行
っ
て
き
た
沿
岸

漁
業
整
備
と
水
産
資
源
確
保
の
向
上
、
ま

た
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
組
状
況
と

今
後
の
展
望
を
問
う
。

②
笠
戸
水
産
物
の
地
産
地
食
と
魚
食
普
及

の
取
組
は
。

①
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
種
苗
生
産
、
中

間
育
成
、
稚
魚
の
放
流
等
沿
岸
漁
業
資
源

の
確
保
を
39
年
間
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

ヒ
ラ
メ
や
フ
グ
等
の
養
殖
技
術
を
確
立

し
、
漁
業
者
に
公
開
し
、
漁
業
の
振
興
に

貢
献
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
が
、
昨

年
末
に
四
大
行
幸
啓
行
事
で
あ
る
「
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
に
お
い
て
環
境

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
今
後
も
つ
く
り
育

て
る
栽
培
漁
業
を
推
進
し
、漁
場
の
整
備
・

保
全
を
進
め
、水
産
業
の
振
興
に
努
め
る
。

②
地
産
地
食
の
取
組
の
一
環
で
、
一
月
に

小
中
学
校
で
実
施
し
た
「
ま
る
ご
と
！
く

だ
ま
つ
給
食
の
日
」
に
お
い
て
、
初
め
て

笠
戸
ひ
ら
め
を
食
材
と
し
て
提
供
し
た
。

今
後
も
、
地
元
水
産
物
に
親
し
む
機
会
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

消
防
行
政
が
今
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
は
何
か

米
川
公
民
館
で
行
わ
れ
た
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
で
、「
本
市
の

消
防
署
か
ら
米
川
地
区
ま
で
上
が
っ
て

く
る
よ
り
、
隣
接
市
に
あ
る
消
防
派
出

所
か
ら
く
る
方
が
早
く
、
5
分
も
か
か

ら
な
い
。
柔
軟
な
対
応
は
で
き
な
い
の

か
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
対
応
す

る
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、
令

和
4
年
に
県
が
出
し
た
消
防
広

域
化
推
進
計
画
で
は
、
今
後
の

消
防
体
制
の
展
望
と
し
て
、
周

南
地
区
の
統
合
と
あ
る
が
、
な

か
な
か
広
域
化
が
実
現
し
て
い

な
い
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

消
防
・
救
急
業
務
の
管

轄
区
域
は
、
法
律
上
、

当
該
市
に
よ
る
活
動
が
前
提
で

あ
り
、
隣
接
市
に
よ
る
救
急
活

動
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

広
域
化
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
処
遇
や
消
防
力
の
整
備
方
針

な
ど
、
各
市
の
消
防
の
様
々
な

整
備
状
況
に
は
差
が
あ
る
。
広

域
化
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
統
一
化
と
い
っ
た
課
題
等
も

あ
り
、
関
係
各
所
で
の
協
議
も

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実

現
に
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
文
化
財
活
用
に
つ
い
て

文
化
財
は
教
育
資
源
（
教
材
）
で

あ
り
、
観
光
資
源
で
も
あ
る
。「
郷

土
愛
」
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
育
成
及
び

醸
成
要
因
と
し
て
の
活
用
や
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活
用
も
大
い
に
考

え
ら
れ
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。令

和
5
年
度
よ
り
文
化

財
室
の
設
置
や
専
門
職

員
の
採
用
な
ど
、
文
化
財
の
保

護
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
あ
わ
せ
て
、
観
光
資
源
、

市
民
の
誇
り
と
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
、
本
市
の
貴
重
な
財
産

を
磨
き
上
げ
、
庁
内
横
断
的
に

認
知
度
を
高
め
る
取
組
を
推
進

し
て
い
く
。

下
松
市
に
ゆ
か
り
あ
る
指
定
文

化
財
の
愛
護
施
策
に
つ
い
て

文
化
財
は
、
今
生
き
て
い
る
我
々

の
財
産
で
あ
り
、
お
宝
で
あ
る
。

文
化
財
は
有
形
、
無
形
を
は
じ
め
、
記
念

物
や
景
観
と
い
っ
た
様
々
な
分
類
を
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
に
ゆ
か
り
あ
る
指
定
文

化
財
は
何
件
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
文
化
財
の
保
護
管
理
に
対
し
、
行
政
か

ら
の
支
援
は
あ
る
の
か
、
伺
う
。

現
在
本
市
に
は
、
三
角
縁
盤
龍
鏡

ほ
か
国
指
定
5
件
、
県
指
定
3
件
、

市
指
定
14
件
の
文
化
財
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
情
報
発
信
や
、

「
島
の
学
び
舎
」
で
の
展
示
・
表
示
で
文

化
財
へ
の
理
解
を
深
め
、
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
文
化
財
を
保
護
し
、
次
の
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、
指
定
文
化
財

の
修
理
や
保
護
に
係
る
補
助
金
の
交
付

の
ほ
か
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
は
所
有

者
と
協
力
し
て
防
火
訓
練
等
を
実
施
し

て
い
る
。

山根　栄子

中村　隆征

（鐵）

（新生クラブ）

下松のお宝といえる文化財の現状と
今後の愛護施策について

祝！栽培漁業センター40周年
祝！環境大臣賞受賞
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用
の
重
要
性
や
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
啓

発
を
進
め
て
い
く
。

旧
花
岡
保
育
園
の
今
後
に

つ
い
て

平
成
30
年
に
旧
花
岡
保
育
園
が
閉

所
さ
れ
、
も
う
す
ぐ
5
年
が
経
と

う
と
し
て
い
る
。
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
今
後
、
利

用
・
活
用
し
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
。

今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

旧
花
岡
保
育
園
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
の
保

育
園
民
営
化
後
、
令
和
元
年
度

ま
で
児
童
の
家
と
し
て
活
用
し

た
。
そ
の
後
、
花
岡
公
民
館
講

堂
改
築
工
事
に
伴
う
事
務
所
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
建
物
も

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

解
体
し
た
上
で
、
有
効
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

笠
戸
島
開
発
セ
ン
タ
ー
の
不
適
正

な
会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
事
務

処
理
上
の
誤
り
や
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

欠
如
等
、
人
為
的
な
ミ
ス
が
原
因
で
あ

り
、
金
額
の
誤
差
を
特
別
損
失
と
し
て

計
上
し
た
。
理
事
会
等
に
お
い
て
は
、

こ
の
問
題
の
報
告
が
行
わ
れ
議
論
さ
れ

た
。
監
事
の
職
責
は
、
理
事
の
職
務
執

行
の
監
査
や
法
令
に
基
づ
く
法
人
の
事

務
等
を
調
査
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
、

不
適
正
な
会
計
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
る
。

財
団
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
、

広
く
開
か
れ
た
施
設
運
営
の
た
め
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
等
々
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

努
力
義
務
化
に
つ
い
て

環
境
に
優
し
い
交
通
手
段
で
、
手

軽
な
乗
り
物
と
し
て
多
く
の
人
が

利
用
す
る
自
転
車
だ
が
、
近
年
、
関
連
す

る
事
故
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
自
転
車
事
故
に
お
け
る
挫
傷
部

位
は
、
頭
部
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
う
し

た
こ
と
も
あ
り
、
4
月
1
日
か
ら
自
転
車

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
と

な
っ
た
。
本
市
の
自
転
車
事
故
の
状
況
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
の
取
組
に
つ
い

て
問
う
。本

市
に
お
け
る
自
転
車
関
連
の
人

身
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
対
象
者
の
大
半
を
成
人
及
び
高
齢
者
が

占
め
て
い
る
。
市
で
は
、
小
中
高
生
を
中

心
に
、
交
通
安
全
教
室
等
で
事
故
未
然
防

止
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
を
啓
発

し
て
い
る
。
4
月
1
日
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

警
察
や
関
係
機
関
と
連
携
し
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し
、
着

特
別
損
失
の
内
容
と
原
因
は

何
な
の
か

国
民
宿
舎
大
城
の
運
営
を
行
っ
て

き
た
笠
戸
島
開
発
セ
ン
タ
ー
の

令
和
3
年
度
の
決
算
に
関
す
る
書
類
に
、

2
千
万
円
を
超
え
る
特
別
損
失
が
計
上

さ
れ
て
い
た
。
原
因
の
主
な
も
の
は
、

オ
ー
プ
ン
時
の
シ
ス
テ
ム
設
定
ミ
ス
、

勘
定
科
目
の
間
違
い
や
二
重
計
上
な

ど
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
長
期
に

わ
た
っ
て
継
続
し
、
チ
ェ
ッ
ク
で
き

な
か
っ
た
な
ど
は
、
決
し
て
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
。

大
城
は
約
30
億
円
を
投
じ
て
建
設

し
た
施
設
で
、
借
入
金
返
済
に
多
く

の
血
税
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
組
織

全
体
の
経
営
資
格
が
問
わ
れ
る
問
題

で
あ
り
、
特
別
損
失
の
詳
細
や
理
事

会
等
の
対
応
と
責
任
、
監
事
の
職
責

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
今
後
の

運
営
体
制
を
再
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

木原　愛子

田上　茂好

（無所属）

（日本共産党）

新しくスタートした交通ルール
旧花岡保育園の今後を明らかに

国民宿舎大城の運営実態は？
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新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て

活
用
で
き
な
い
か

近
年
e
ス
ポ
ー
ツ
は
年
齢
、
性
別
、

身
体
の
障
害
を
問
わ
ず
参
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

先
般
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
で
「
e
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
大
反
響

と
聞
く
が
、
今
後
も
観
光
資
源
と
し
て
活

用
出
来
な
い
か
。
ま
た
、
e
ス
ポ
ー
ツ
は

認
知
機
能
の
向
上
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
フ
レ

イ
ル
予
防
に
活
用
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
本
市
に
お
い

て
も
取
り
組
む
こ
と
は
出
来
な

い
か
問
う
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
今

回
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
融

合
と
い
う
視
点
か
ら
、
観
光
誘

客
と
も
連
携
さ
せ
る
方
策
を
研

究
す
る
。
ま
た
、
e
ス
ポ
ー
ツ

は
頭
と
手
を
一
緒
に
使
う
た

め
、
認
知
機
能
低
下
の
予
防
と

な
り
、
社
会
参
加
に
つ
な
が
る

事
か
ら
、
今
後

先
進
事
例
を
踏

ま
え
、
取
組
を

研
究
し
て
い
く
。

さ
ら
に
こ
の
撤
去
等
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
安
全
対
策
は
万
全
な
も
の
と
い
え

る
か
。駅

は
、
国
鉄
、
期
成
同
盟
会
、
市

に
よ
る
協
定
書
に
基
づ
き
、
昭
和

62
年
に
開
業
し
た
。
当
該
街
路
灯
は
、
同

盟
会
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得

て
設
置
さ
れ
、
市
で
維
持
管
理
を
し
て
き

た
。
36
年
が
経
過
し
、
点
検
に
よ
り
支
柱

の
腐
食
の
進
行
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
隣

接
す
る
電
柱
に
L
E
D
灯
を
設
置
し
た
。

残
存
す
る
踏
切
近
く
の
も
の
は
、
設
置
当

時
の
経
緯
を
尊
重
し
、
補
修
等

の
方
法
で
維
持
管
理
が
可
能
で

あ
る
か
検
討
す
る
。

駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、国
道
・

踏
切
・
市
道
近
接
の
条
件
の
も

と
、
可
能
な
限
り
の
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

市
や
学
校
で
の
取
組
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
親
の
身
体

介
護
、
幼
い
兄
弟
の
世
話
、
料
理
・

掃
除
・
洗
濯
等
家
事
全
般
を
一
人
で
担
う

18
歳
未
満
の
児
童
生
徒
の
こ
と
を
言
う
。

学
業
や
体
調
へ
の
悪
影
響
が
出
る
こ
と
も

あ
り
、
山
口
県
で
は
昨
年
7
月
に
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
を
行
い
、
支
援
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
県
の
実
態
調
査
を

踏
ま
え
、
本
市
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
支

援
に
取
り
組
む
の
か
、
考
え
を
問
う
。

本
市
で
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

早
期
発
見
に
努
め
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
さ
ら
に
市
民

全
体
へ
の
啓
発
・
周

知
を
図
り
、
令
和
5

年
度
よ
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
家
庭
に

対
し
、
訪
問
支
援
事

業
に
取
り
組
む
。

生
野
屋
駅
設
置
期
成
同
盟
会
の

街
路
灯
撤
去
の
経
緯
に
つ
い
て

岩
徳
線
生
野
屋
駅
は
、
旧
国
鉄
時

代
の
昭
和
62
年
、
地
元
負
担
3
割
、

市
負
担
7
割
で
建
設
さ
れ
、
同
年
3
月
27

日
に
開
設
・
開
業
の
日
を
迎
え
た
。
地
元

負
担
金
を
調
達
す
る
た
め
に
、
駅
設
置
期

成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、
私
も
そ
の
副
会

長
と
し
て
寄
付
集
め
に
奔
走
し
た
。

建
設
費
2
千
万
円
の
地
元
負
担
は
、
市

と
の
協
定
に
よ
り
、
3
割
の
6
百
万
円
が

駅
に
充
て
ら
れ
た
。
寄
附
残
金
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
協
議
の
中
で
、「
駐
輪
場
は

市
が
整
備
。
駅
周
辺
の
暗
さ
解
消
の
目
的

で
、
街
路
灯
は
寄
付
金
残
金
で
設
置
」
と

な
り
、
4
基
の
記
念
街
路
灯
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、修
繕
・
保
守
点
検
、

電
気
代
等
の
維
持
管
理
は
市
に
委
ね
る
も

の
と
し
た
の
が
歴
史
的
経
緯
で
あ
る
。

本
年
1
月
、同
盟
会
に
は
相
談
も
な
く
、

横
断
歩
道
前
の
記
念
街
路
灯
が
突
然
撤
去

さ
れ
た
が
、
そ
の
経
緯
と
理
由
は
何
か
。

ま
た
、
唯
一
残
存
す
る
記
念
街
路
灯
の
、

今
後
の
維
持
管
理
の
在
り
方
を
問
う
。

柳瀬　秀明

近藤　康夫

（公明党）

（政友会）

ヤングケアラー、
ｅスポーツを活用した取組について

よみがえれ！駅のランドマーク
残存する記念街路灯の補修を！

↑残存する街路灯
↑街路灯についている
　記念プレート
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都
市
計
画
税
の
余
剰
額
の

取
扱
い
に
つ
い
て

市
は
、
都
市
計
画
を
定
め
、
幹
線

道
路
や
下
水
道
な
ど
の
整
備
事
業

を
行
う
財
源
と
し
て
、
都
市
計
画
税
を
徴

収
し
て
い
る
。
令
和
3
年
度
は
計
画
事
業

に
充
当
し
て
、
な
お
、
1
億
8
千
万
円
の

余
剰
金
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
税
は
、

『
ま
ち
づ
く
り
』
の
た
め
だ
け
の
特
定
財

源
と
し
て
他
の
税
な
ど
と
区
分
し
、
基
金

に
積
み
立
て
、
後
年
の
都
市
整
備
の
財
源

に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
税
は
、
下
水

道
整
備
や
区
画
整
理
事

業
な
ど
を
行
う
た
め
の
目
的
税

で
あ
り
、
や
む
を
得
ず
余
剰
金

が
生
じ
た
場
合
は
、
特
別
会
計

の
有
無
に
よ
り
、
余
剰
金
を
後

年
度
に
留
保
す
る
か
、
基
金
を

創
設
す
る
こ
と
等
が
適
当
で
あ

る
と
、
国
か
ら
取
り
扱
い
に
つ

い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
新
た
な
基
金

の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
の
都
市
計
画
事
業
の
計
画

的
執
行
を
図
り
つ
つ
、
法
律
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

住
み
よ
さ
に
水
を
差
す

新
斎
場
で
の
使
用
料
徴
収

「
御
屋
敷
山
斎
場
で
は
、
50
年
以

上
に
わ
た
っ
て
無
料
で
あ
っ
た
の

に
、
な
ぜ
新
斎
場
で
は
有
料
な
の
か
?
」

と
、
繰
り
返
し
質
し
て
き
た
が
、
斎
場
の

運
営
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
施
設
組
合
の

責
任
者
で
あ
る
國
井
市
長
は
、
毎
回
同
じ

で
、
納
得
で
き
る
答
弁
を
し
な
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
誠
意
も
っ
て
説
明

し
、
納
得
を
得
よ
う
と
す
る
態
度
で
は
な

い
。
改
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

火
葬
料
徴
収
は
、
施
設
組
合
が

決
め
る
こ
と
な
の
で
、
答
弁
は

控
え
る
。

磯部　孝義

渡辺　敏之

（新生クラブ）

（日本共産党）

「
車
道
が
原
則
」
自
転
車
の

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

自
転
車
利
用
者
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
努
力
義
務
（
令
和
5
年
4
月

〜
）
な
ど
新
し
い
「
自
転
車
安
全
利
用
五

則
」
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
改
め

て
自
転
車
の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
の
周

知
が
必
要
で
あ
る
。
教
育
や
周
知
、「
自

転
車
指
導
啓
発
重
点
路
線
」
に
つ
い
て
、

市
の
対
応
の
考
え
方
を
問
う
。

自
転
車
の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

に
つ
い
て
、
現
在
、
小
・
中
・
高

校
生
を
中
心
に
交
通
安
全
教
室
等
で
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。「
自
転
車
安
全
利
用
五

則
」
な
ど
、
警
察
や
関
係
機
関

と
連
携
し
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
や

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
を
進
め

る
な
ど
安
全
教
育
の
推
進
に
努

め
る
。「
自
転
車
指
導
啓
発
重

点
路
線
」
は
市
内
2
カ
所
を
選

定
し
指
導
を
重
点
的
に
実
施
し

て
い
る
。

「
日
常
を
取
り
戻
す
」

ど
う
変
わ
る

コ
ロ
ナ
対
応

コ
ロ
ナ
禍
3
年
間
の
感
染
症
対
応

に
つ
い
て
対
策
本
部
総
括
を
問
う
。

「
2
類
相
当
」
か
ら
「
5
類
」
に
移
行

す
る
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
基
本
的
な
感

染
症
対
策
（
マ
ス
ク
着
用
な
ど
）
の
変
化
、

市
と
し
て
の
対
応
や
情
報
発
信
の
考
え
方

を
問
う
。ワ

ク
チ
ン
接
種
は
全
庁
の
職
員
を

動
員
、
医
療
機
関
と
連
携
し
着
実

に
推
進
し
た
。
地
域
経
済
や
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
施
策
に
も
取
り
組
ん
だ
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
複
数
回
発
出
し
、
感
染
予
防
対

策
徹
底
を
お
願
い
し
た
。
対
策
本
部
中
心

に
一
丸
と
な
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
も
あ
り
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

今
後
も
状
況
に
応
じ
て
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
支
援
の
検
討
を
す
る
な
ど
オ
ー
ル
下

松
で
対
応
し
て
い
く
。
基
本
的
な
感
染
対

策
の
変
容
に
つ
い
て
、
市
民
生
活
に
混
乱

が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

「住民こそ地方政治の主人公」
納税者が納得できる行政運営を

新型コロナ「５類」移行
状況変化、新たな情報に留意を

≪自転車安全利用五則≫
●	車道が原則、左側を通行
	 歩道は例外、歩行者を優先

●	交差点では信号と一時停止
を守って、安全確認

●	夜間はライトを点灯

●	飲酒運転は禁止

●	ヘルメットを着用
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★まちの整備が進んでいない
　⇒住居表示が進んでいない

　⇒交通量に対して、狭い道が多い

　⇒山が近く、土砂災害が心配

　⇒岩徳線の本数も減少しており、車がないと
不便

★人口増加と住民の高齢化
　⇒こどもが増えたのに、学校施設や遊び場が

不足している

　⇒古い団地も多く、地域ボランティアも高齢化

　⇒新旧住民の交流が少ない

　⇒公民館の駐車場が狭い

★歴史がある
　⇒古くからの歴史と文化財、遺跡がある

　⇒稲穂祭などの行事がある

★住民活動が活発
　⇒公民館活動が活発

　⇒こども、地域、人のつながりが良い

★人口が増加し、まちに活気がある
　⇒開発可能な土地があり、さらに人口増が見

込める

★	行政が主導して、わかりやすい住居
表示を早急に実施してほしい。

★	実態にあった道路整備等を進めては
どうか。

★	防災訓練を充実させてはどうか。

★	乗り合いタクシー制度の導入など、
JR以外の移動手段も確保しては？

★	旧花岡保育園跡地を活用し、こども
の遊び場などにしてはどうか。

★	行事に参加することで、地域とのか
かわりを増やし、知り合いを増やし
ていく。

★	公民館駐車場として、旧花岡保育園
跡地を利用しては？

★	観光に力を入れて、人を呼び込むこ
とが必要ではないか。

★	地元高校生などとコラボイベントを
実施してはどうか。

★	歴史的な建物がどんどんなくなって
いる。ぜひ残したい。

★	米泉湖の周辺にトイレ
や休憩所を増やして、
みんながより集まれる
ようにしてはどうか。

花岡地区の課題について

花岡地区の魅力について



3
月
定
例
会

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

一
般
質
問

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

委
員
会
構
成

今
後
の
会
議
日
程
等
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★人口が減少
　⇒少子高齢化の進行

　⇒後継者の不足

　⇒空き家の増加

　⇒買い物する場所がない

★鳥獣（イノシシ・サル）による
　農作物被害
　⇒耕作放棄の増加

★地域の絆が強い

★自然が豊か

★ゆず栽培やあまごの養殖などの
　取組

★	住宅地を整備したらいいのでは。

★	フリースクールを作ったらどうか。

★	若者に対してもっと魅力発信をしなく
ては！

★	農地の所有者と農業希望者を結びつけ
る取組が必要。

★	空き家バンクの取組が必要では。

★	米川あったか便（米川地区ボランティ
アによる高齢者乗り合いサービス）を
もっと充実させてはどうか。

★	魅力をしっかりとPRし、交流人口
を増やしていく。

★	若い人との交流機会を増やす。

★	やりがいのある取組を次世代に継承
していくことが必要。

★	ハイキングコースを整備して、多く
の人に訪れてもらう。

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
？

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
？

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
？

解
決
す
る
た
め
に

米川地区の課題について

米川地区の魅力について

4月臨時会において、令和5年度の委員会構成が決定しました。
（常任委員会の名称及び所管を、4月1日から変更しています。）

企画総務委員会

◎ 堀本浩司 生野屋西244-0769

〇 磯部孝義 桜町144-2234

近藤康夫 生野屋343-2911

田上茂好 望町444-1586

松尾一生 古川町148-9787

森　良介 東陽246-4255

山根栄子 切山46-1827

建設環境委員会

◎ 永田憲男 南花岡4
44-8716

〇 藤井　洋 西豊井
44-0373

金藤哲夫 生野屋3
44-8643

斉藤マリ子 栄町309080633228

村田丈生 下谷
53-0037

守田文美 栄町3
05052749811

福祉教育委員会

◎ 浅本輝明 旗岡444-3820

〇 中谷司朗 美里町343-5284

木原愛子 東豊井08063304562

中村隆征 末武上43-6187

柳瀬秀明 藤光町144-2398

三浦徹也 末武上43-2268

渡辺敏之 潮音町344-0800

議会運営委員会
◎ 近藤康夫
〇 渡辺敏之

磯部孝義
永田憲男
中谷司朗
森　良介
山根栄子
柳瀬秀明

広報広聴委員会
◎ 山根栄子
〇 柳瀬秀明

木原愛子
藤井　洋
三浦徹也
渡辺敏之
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4月臨時会　上程議案
全会一致で可決された議案

専決処分の
承認

一般会計補正予算（第1号）

税条例の一部を改正する条例

都市計画税条例の一部を改正する条例

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

課税免除に関する条例の一部を改正する条例

補正予算 一般会計（第2号）

令
和
5
年
第
2
回
市
議
会
臨
時
会

は
、
4
月
20
日
の
1
日
限
り
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま

た
、
委
員
会
構
成
は
前
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。




